
 

米国企業の知財分野での生成 AI 活用について 

米国企業の知的財産業務における生成 AI 活用は、2025 年時点で急速に拡大しており、特許調査から

契約書分析まで幅広い領域で革新的な変化をもたらしている。本レポートでは、米国企業における知

財分野での生成 AI 活用の全体像、主要企業の導入事例、専門ツール市場、メリットと課題、法的論

点、規制当局の見解、今後のトレンドについて詳細に分析する。 

1. 知財分野における生成 AI 活用の全体像とユースケース 

1.1 先行技術調査（Prior Art Search） 

生成 AI は先行技術調査の効率を劇的に向上させている。従来のキーワードベース検索では 4～6 時間

を要していた調査が、AI ツールを使用することで 2 分程度に短縮される事例も報告されている。AI

駆動の検索ツールは、セマンティック検索機能により、単なるキーワードマッチングを超えて概念的

に類似した特許を発見できる。[1][2] 

主要な AI 先行技術調査ツールには、PQAI、IPRally、Ambercite、Patentfield、PatSeer、Global Patent 

Search、Amplified、NLPatent、Octimine などが含まれる。これらのツールは、140 百万件以上の特許

データベースを検索し、セマンティック分析により関連性の高い結果をランク付けする。[3] 

IP Author のようなツールでは、人間の調査員と同等の結果を 20 分の 1 の時間で提供できることが実

証されている。先行技術調査における AI の精度は、従来の手法と比較して 19 回中 19 回で同等以上

の結果を示している。[2] 

1.2 特許明細書のドラフト作成 

生成 AI は特許明細書の作成プロセスを大幅に効率化している。2025 年現在、主要な AI 特許ドラフ

ティングツールとして、Solve Intelligence、DeepIP、PatentPal、Patentext、ClaimMaster、Patent 

Bots、Qatent、Rowan Patents、PowerPatent などが市場に存在する。[4][5][6][7] 

Solve Intelligence は、全 27 項目の評価基準において最高スコアを獲得しており、特許ドラフティン

グ、訴訟対応、発明開示ツール、セキュリティ機能など包括的な機能を提供している。このツール



は、管轄地域別（USPTO、EPO、JPO、CIPO、PCT など）および技術分野別（バイオテクノロジー、

ソフトウェア、ハードウェアなど）にカスタマイズされたモデルを提供し、図面生成、化学構造入

力、配列リスト入力などの高度な機能も備えている。[4] 

DeepIP は、Microsoft Word 内で動作する AI 支援ツールとして注目されており、既存のワークフロー

にシームレスに統合できる点が特徴である。特許専門家が普段使用しているツール内で AI 機能を利

用できるため、学習コストが低く、導入しやすい。[5] 

これらのツールは、従来数週間を要していた特許出願書類の作成を数分から数日に短縮することが可

能である。自動化により、背景技術や先行技術の詳細説明などの標準的なセクションの作成が効率化

され、特許弁護士は請求項の作成や特許保護範囲の最適化といった戦略的な作業により多くの時間を

割くことができるようになっている。[8] 

1.3 商標クリアランス調査 

商標分野においても生成 AI の活用が進んでいる。AI 駆動の商標検索ツールは、言語的類似性、視覚

的要素、概念的関連性を分析し、従来の完全一致検索を超えた包括的な検索結果を提供する。[9] 

Clarivate Brand Landscape Analyzer などの最先端 AI ツールは、高度なアルゴリズムと専門的にキュレ

ーションされたグローバルデータを活用し、包括的かつ正確な検索結果を短時間で提供している。こ

れらのツールは、単なる同一マッチだけでなく、言語的類似性、視覚的要素、概念的関連性を分析す

ることで、潜在的な紛争を早期に発見し、より情報に基づいた出願判断を支援している。[9] 

商標実務における AI 利用状況を見ると、トレードマーク専門家の 80%が商標検索とクリアランスに

AI を利用しており、65%が商標監視と侵害アラートに、50%がドラフティングと書簡自動化に、45%

がポートフォリオ整理とデータ分類に、40%が翻訳と多言語レビューに AI を活用している。[10] 

しかし、商標実務における課題も存在する。AI アルゴリズムは「商業上の使用」要件や文化的背景を

完全には理解できず、不正確な検索結果につながる可能性がある。また、AI 生成の商標やロゴが他の

商標の保護要素を含む、または完全に複製する可能性があり、侵害リスクや所有権の問題を引き起こ

す。[11] 

1.4 契約書分析 



法務分野における契約書分析は、生成 AI が最も大きな影響を与えている領域の一つである。AI 契約

分析ツールは、契約条項の評価、重要条項の特定、潜在的な法的問題の予測を効率的に実行できる。

[12] 

Thomson-Reuters の報告によれば、企業法務チームの 40%が契約分析に AI 技術の利用を検討してい

る。KPMG の調査では、AI 支援による契約解釈と要約が 98%の精度に達し、人間の分析の平均 92%

を上回ることが示されている。[13][12] 

生成 AI は契約管理において以下の機能を提供している：[14][15][12] 

• 契約リポジトリデータの解析とフィルタリング：AI ツールは多様な契約リポジトリ全体を解析

し、抽出されたデータに基づいてメタデータ値を自動割り当てする。例えば、今後 90 日間に自

動更新される契約を簡単にフィルタリングできる。 

• 契約ドラフティングの自動化：承認/ワークフロー管理の自動化。 

• レポート作成：生成 AI 駆動のレポートツールは、経営陣にとって極めて価値のある要約と洞察

を迅速に生成できる。 

• 契約分析：スピードと慎重さの両方が最も重要な状況において、生成 AI は法務チームがスピー

ドと精度を両立して提供することを可能にする。 

C3 Generative AI や DISCO、Spellbook、Gainfront、Clausebase などの専門ツールプロバイダーは、契

約分析に特化したソリューションを提供している。これらのツールは、提案された契約条項を既に受

け入れられ実行された契約と迅速に比較し、重要条項を特定し、潜在的な法的問題を予測すること

で、手動での契約条項精査よりもはるかに速くプロセスを進めることができる。[15][16][13][12][14] 

1.5 その他の知財業務への応用 

生成 AI は、上記以外にも以下のような知財業務に応用されている： 

• オフィスアクション対応：AI ツールは特許庁からのオフィスアクションに対する応答の作成を

支援し、対応時間を大幅に短縮している。[17][8] 

• ポートフォリオ管理：AI 支援により、期限追跡、アナリティクス、戦略的インサイトを含む包

括的な知財ポートフォリオ管理が可能になっている。[18] 



• 発明開示：生成 AI は発明開示フォームの作成を支援し、発明者と弁護士間のコラボレーション

を効率化している。[4] 

• 特許分類と要約：AI は特許を自動的に分類し、複雑な文書の要約を作成することで、知財専門

家が迅速に内容を理解することを支援している。[19] 

2. 生成 AI を知財業務に導入している米国主要企業 

2.1 テクノロジー企業 

Google（Alphabet） 

Google は生成 AI 特許出願においてグローバルリーダーの地位を確立している。IFI Claims のデータ

によると、2025 年半ばまでに Google は全世界で 1,837 件の AI 関連特許を出願しており、これは

Microsoft の約 50%増、IBM のほぼ 2 倍に相当する。米国内では、Google は 880 件の AI 特許出願で

リードしており、Microsoft の 701 件、IBM の 684 件を上回っている。[20][21] 

Google の特許ポートフォリオは、ニューラルネットワークアーキテクチャと Transformer モデルにお

いて顕著な深さを示している。特に Transformer アーキテクチャ（"Attention Is All You Need"）に関

する Google の特許は、事実上すべての現代的な大規模言語モデルの基盤となっており、Google に強

力な防御的立場と、Transformer ベースの AI を実装する競合他社に対する潜在的なロイヤリティレバ

レッジを提供している。[22][20] 

生成 AI 特許に関しては、Google は 563 件のグローバル特許でリードしており、音声生成分野に特に

注力している。また、AgenticAI の新興分野においても、Google はグローバルおよび米国の両方でリ

ードしており、Nvidia がそれに続いている。[21][23] 

Microsoft 

Microsoft は戦略的でエンタープライズ重視のアプローチを AI 特許に採用している。同社の AI 特許

出願は、Azure クラウド、エンタープライズソフトウェア、生産性ツールと緊密に統合されたソリュ

ーションを強調している。テキスト生成分野では、Microsoft がトップの地位にあり、OpenAI との戦

略的パートナーシップを活用している。[23][22][20][21] 

Microsoft は 20,000 件以上の AI 関連特許を保有しており、機械学習からクラウドベースの AI ソリュ

ーションまでをカバーする巨大な知的財産ポートフォリオを有している。OpenAI とのパートナーシ



ップ締結後、Microsoft の AI 関連特許出願は 40%以上増加しており、OpenAI と共同開発された AI 技

術の所有権を主張するために法的地位を強化していることを示唆している。[24] 

2025 年 1 月、Microsoft と OpenAI は 2030 年までの戦略的パートナーシップの主要要素を継続する

ことを発表した。これには、Microsoft の OpenAI 知的財産（モデルおよびインフラストラクチャを含

む）へのアクセス権、収益分配契約、OpenAI API に対する Azure の独占性が含まれる。[25] 

IBM 

IBM は長年にわたる特許大国として、膨大な AI 特許ポートフォリオを誇っている。IBM は 2020 年

だけで全分野にわたり 9,130 件の米国特許を取得し、28 年連続で特許チャートのトップに立った。

IBM の戦略は、基礎アルゴリズムからハードウェア実装、産業特化型アプリケーションまで、AI「ス

タック」全体にわたって特許を取得することである。[22][20] 

IBM のライフサイエンス AI 特許（分子データ分析、創薬アルゴリズムなど）は、製薬企業との取引

において収益性が高く、AI 創薬時間を短縮できる AI は数億ドルの価値がある。生成 AI 特許において

は、IBM はテキスト、音声、画像、ビデオの 4 種類すべての GenAI 出力に注力している。[26][22] 

NVIDIA 

NVIDIA は、現代の AI を支えるハードウェアとアルゴリズムに集中した強力な特許ポートフォリオを

構築している。NVIDIA は、グラフィックスとビジョン処理における優位性を反映して、画像および

ビデオ生成のための AI 関連特許においてリードしている。NVIDIA の特許は、GPU 様の AI アクセラ

レータを構築する競合他社に対する盾と、AI 応用に技術をライセンスする剣の両方を提供している。

[22] 

2.2 金融サービス企業 

Goldman Sachs 

Goldman Sachs は、生成 AI の企業規模での導入において最も積極的な金融機関の一つである。同社は

「GS AI Platform」と呼ばれる集中型 AI プラットフォームを開発し、AI 活動のための安全な全社的ゲ

ートウェイとして機能させている。このプラットフォームは、OpenAI の GPT-4o などの外部大規模言

語モデルの利用を可能にしながら、機密データの厳格な保護を確保している。[27] 



Goldman Sachs の「GS AI Assistant」の企業全体へのロールアウトは、グローバルで 46,000 人以上の

従業員を対象としており、企業界で最も包括的なものの一つとなっている。内部報告によれば、この

ロールアウトはタスク効率の 10～15%向上をもたらしている。[27] 

同社は中央集権的な AI 監視委員会を設置し、政策、基準の設定、AI 駆動プロジェクトのレビューを

担当させている。この委員会は、生成 AI モデルが倫理的に使用され、銀行の戦略目標と整合してい

ることを監督している。[27] 

2025 年現在、Goldman Sachs は生成 AI の効率化により人員削減計画を発表しており、AI による業務

効率化が本格的に実施段階に入っていることを示している。[28][29] 

JPMorgan Chase 

JPMorgan Chase は、個別部門が特定のニーズに合わせて AI ソリューションをカスタマイズできる分

散型 AI プロジェクトに焦点を当てている。この戦略は柔軟性と部門特化型のイノベーションを促進

するが、組織全体で一貫したセキュリティプロトコルを確保する上で課題を提示する可能性がある。

[27] 

JPMorgan の AI 取り組みは、カスタマーサービスとリスク管理の進歩につながっており、AI 駆動モデ

ルが予測分析能力を 20%向上させたと報告されている。同社は専任の AI 評議会を設立し、異なる部

門間の AI プロジェクトをサポートする指導機関として機能させている。[27] 

両金融機関とも、知的財産の観点から、AI によって生成されたモデルやアルゴリズムの保護、第三者

AI プロバイダーとの契約における知財条項の慎重な検討、AI 利用における機密情報保護に重点を置

いている。[30][27] 

2.3 製薬・バイオテクノロジー企業 

製薬業界では、AI 駆動の創薬が急速に進展しており、多くの企業が知財戦略の一環として AI を統合

している。 

Insilico Medicine 

Insilico Medicine は、2014 年に設立された AI 駆動のバイオテクノロジースタートアップで、生成 AI

を活用して創薬と開発を変革している。同社の「Pharma.AI」プラットフォームは、ターゲット発見

から臨床試験予測まで、製薬研究開発プロセス全体をカバーする完全統合型 AI プラットフォームで

ある。[31] 

http://pharma.ai/


Insilico Medicine は、特発性肺線維症（IPF）治療のための PDE10 阻害剤を 46 日間で設計・合成し、

通常数年かかるプロセスを大幅に短縮した。同社は 2025 年に 1 億 1,000 万ドルのシリーズ E 資金調

達を完了し、評価額 10 億ドルのユニコーン企業となった。[32][31] 

BenevolentAI 

BenevolentAI は、2013 年に設立されたロンドンを拠点とする企業で、AI 活用による創薬の先駆者の

一つである。同社の「Benevolent Platform™」は、臨床試験データから学術論文まで、既に公表され

た膨大な量の生物医学情報をマイニング・分析するために AI を使用している。[33][34][35] 

BenevolentAI は、自然言語処理能力を開発し、科学的な辞書で訓練することで、書かれたテキストを

読み、解釈できるようにしている。このプロセスを使用して、BenevolentAI は潰瘍性大腸炎の新規タ

ーゲットとして PDE10 を特定した。同社の BEN-8744（経口投与可能な PDE10 阻害剤）は、現在フ

ェーズ Ia 試験で良好な安全性データを示している。[35] 

BenevolentAI は、AstraZeneca や Merck などの大手製薬会社と協力しており、プロジェクトをポート

フォリオに取り入れてから臨床品質候補物質を提供するまでわずか 2 年で達成している。[35] 

Genentech（Roche 子会社） 

Genentech は、AI を創薬に統合している主要製薬会社の一つである。同社は 2023 年に NVIDIA と複

数年にわたる提携を結び、創薬と開発のプロセスを加速するとともに、計算および生成 AI 研究の範

囲を拡大している。[36][37] 

Genentech の AI 研究プログラムは、生成 AI モデルとアルゴリズムを「次世代 AI プラットフォー

ム」に進化させることで、創薬を効率化することを目指している。同社は、Recursion 

Pharmaceuticals や Reverie Labs などの企業との提携も行っており、新規ターゲット発見と次世代治

療法の開発に AI を使用することに焦点を当てている。[36] 

Genentech は、特に AI 支援創薬に関する特許出願においても活発であり、分子データ分析、創薬ア

ルゴリズムに関する重要な知財を構築している。[22] 

2.4 その他の産業 

Fortune 500 企業全体の動向 



Arize AI の 2024 年報告書によれば、Fortune 500 企業の 64.6%が最新の年次報告書で AI に言及して

おり、5 社に 1 社以上が生成 AI または大規模言語モデルに特に言及している。生成 AI に言及してい

る企業の 69.4%は、新興技術の使用またはビジネスに対する外部からの競争的または安全保障上の脅

威としての生成 AI のリスクの文脈でそうしている。[38] 

産業別では、ソフトウェア・テクノロジー企業が生成 AI と大規模言語モデルの言及数で他のすべて

のカテゴリーをリードしており、152 件の言及がある。広告、メディア、エンターテインメント企業

の 91.7%が AI をビジネスのリスク要因として挙げており、すべての産業の中で最も高い割合であ

る。[38] 

知的財産の観点から、S&P 500 企業の 17%以上が、知的財産権に関連する進化する AI 法規制につい

て言及している。企業は、AI によって作成された発明に対する知的財産権の不明確な状態、他者の知

的財産権を侵害する可能性、または自社の知的財産権が侵害される可能性を懸念している。[39] 

3. 知財分野に特化した生成 AI ツール・サービス提供企業 

米国では、知財業務に特化した生成 AI ツールを提供する多数のテクノロジー企業やスタートアップ

が存在し、急速に成長している市場を形成している。 

3.1 特許ドラフティング・訴訟ツール 

Solve Intelligence 

Solve Intelligence は、特許ドラフティング市場において最も包括的な機能セットを提供するリーダー

の一つである。同社のツールは、ブラウザベースのエディタと Microsoft Word および Google Docs 内

での直接統合を提供し、初期ドラフティングから既存セクションの改良、オフィスアクション対応の

生成まで、特許ライフサイクル全体にわたって支援する。[40][4] 

管轄地域別カスタマイズ（USPTO、EPO、JPO、CIPO、PCT など）と技術分野別カスタマイズが可能

で、図面生成、化学構造、生物学的配列の処理機能も備えている。ISO 27001、SOC 2 準拠のセキュリ

ティ基準を満たし、クライアントデータを AI トレーニングに使用しない。[40][4] 

DeepIP 

DeepIP は、Microsoft Word 内で動作する特許専門 AI アシスタントとして設計されており、特許弁護

士が既に作業している場所で AI 機能を提供する。反復的なドラフティングタスクの自動化に焦点を



当てており、複雑なツールやプラットフォームの切り替えを必要とせずに、より清潔で正確な特許を

作成できるようにする。[41][5] 

PatentPal 

PatentPal は、図面を特許明細書のドラフトセクションに変換する視覚的ドラフティングツールであ

る。発明者が技術図面を提供すると、AI がそれに基づいて説明文を生成し、スタイルのカスタマイズ

も可能である。迅速なドラフティングが必要な発明者や、視覚的アプローチを好むユーザーに適して

いる。[40] 

Rowan Patents 

Rowan Patents は、特許専門家に統合されたドラフティング環境を提供し、発明開示、ドラフティン

グ、訴訟、ポートフォリオ監視を包含する。ユーザーがクレームを入力し、明細書全体で一貫して使

用される用語を手動で作成できるようにし、単調で時間のかかるタスクを処理するための自動化を利

用する。[42][43] 

PowerPatent 

PowerPatent は、特許ドラフティングのための AI ツールを提供しており、ランク付けとレビューの

対象となっている。特許出願の準備と訴訟における効率性向上を支援している。[7] 

ClaimMaster 

ClaimMaster は、校正に特化したツールで、Word プラグインとしてクレームチェック機能を提供す

る。正確なクリーンアップとシェル生成に優れているが、コンテンツドラフティング機能は持たな

い。精度重視の弁護士に適しており、月額 75 ドル（Pro Suite）で提供されている。[40] 

Patent Bots 

Patent Bots は、ブラウザと Word の統合を提供する校正および分析ツールである。事務所ダッシュボ

ードとエラー検出機能を備えているが、レビュー専用でドラフティング機能はない。年間ユーザーあ

たり 594 ドルで、事務所やソロ QA ワークフローに適している。[40] 

3.2 先行技術調査ツール 

PQAI 



PQAI は、オープンソースの特許検索エンジンで、先行技術調査を誰でもアクセス可能にすることを

目的としている。ユーザーは平易な英語でアイデアを入力するだけで、システムはセマンティック AI

を使用して概念的に類似した特許と関連する技術文献を見つける。68 の主要特許庁からの特許文書

と 1 億件以上の研究論文を含む大規模データセットを利用している。[3] 

IPRally 

IPRally は、Graph AI を使用して Tier-1 結果の検索を加速する。知識グラフにより、特許の対話的か

つ自動化された特徴チャートが可能になり、データベースが検査中の特許技術を理解できるようにす

る。また、検索結果の最も関連性の高いセクションを黄色でハイライトする革新的な方法を使用し、

関連性の減少に伴って色の強度が低下する。[44] 

Ambercite 

Ambercite は、特許研究と明確な特許ランキング能力に対する独自のアプローチで知られている、有

料で確立された AI ベースの特許検索データベースである。引用ベース分析に基づく独自のランキン

グアルゴリズムを採用しており、その信頼性と精度が研究者に高く評価されている。[44] 

Global Patent Search 

Global Patent Search は、自然言語クエリとキーワードベース検索の両方をサポートしている。ユーザ

ーが先行技術を見つけるために特許番号を入力すると、自動的に自然言語に翻訳される。管轄、出版

タイプ、または期間で検索を絞り込むことができる高度なフィルターを提供している。[3] 

Amplified 

Amplified は、140 百万件以上の特許に対して文書レベルの AI 類似性を適用し、概念的に関連する結

果を表面化させる AI 支援特許検索およびコラボレーションプラットフォームである。平易なテキス

ト、発明開示、または既存の特許から開始して、プラットフォームは関連性によって結果をランク付

けし、ブール型フィルターとキーワードハイライトでさらに絞り込むことができる。[3] 

IP Author 

IP Author は、AI 先行技術調査ツールを提供しており、人間の調査員と比較して 20 回中 19 回で同様

（または同じ）結果を返す。人間の調査員が 4～6 時間かかるのに対し、IP Author は 2 分で結果を提

供し、「異様に良い」と顧客から評価されている。[2] 



3.3 商標検索・監視ツール 

Clarivate Brand Landscape Analyzer 

Clarivate Brand Landscape Analyzer は、AI 駆動の商標検索ソリューションで、高度なアルゴリズムと

専門的にキュレーションされたグローバルデータを活用し、包括的かつ正確な検索結果を短時間で提

供する。基本的な検索ツールとは異なり、AI システムは言語的類似性、視覚的要素、概念的関連性を

分析し、この全体的なアプローチが潜在的な紛争を早期に検出し、より情報に基づいた出願判断を支

援する。[9] 

Corsearch 

Corsearch は、AI 支援による商標クリアランスと検索、商標監視と侵害アラート、ポートフォリオ管

理を提供している。同社のアプローチは、最先端の AI と専門家の監督を組み合わせ、非法務チーム

（マーケティングなど）がブランド創造とクリアランスのために AI を活用できるようにしている。

[10] 

3.4 契約分析・管理ツール 

DISCO 

DISCO は、企業法務部門向けの生成 AI 契約分析ツールを提供している。AI の助けを借りて、法務チ

ームは契約条項を効率的に評価し、重要条項を特定し、潜在的な法的問題を予測できる。契約リポジ

トリデータの解析、契約ドラフティングの自動化、レポート作成、契約分析などの機能を提供してい

る。[12] 

Spellbook 

Spellbook は、高度な法務 AI ツールを提供し、契約分析を自動化し、交渉の遅延や潜在的なリスクに

つながる可能性のあるエラーや隠れたリスクを特定する。コンテキストを理解し、契約タイプ、当事

者の役割、管轄区域に合わせた文脈認識型の条項提案を提供する。[13] 

C3 Generative AI 

C3 Generative AI は、契約分析を効率化し、リスクを削減し、一貫性を改善し、取引実行を加速す

る。複雑な取引構造と大量の契約を管理する組織に対して、契約管理と審査における重要な課題に対

処している。[15] 



3.5 包括的 IP 管理プラットフォーム 

Anaqua 

Anaqua は、企業および法律事務所向けの堅牢な IP 管理プラットフォームで、特許、商標、著作権の

ワークフローに焦点を当てている。中央集権化された IP ポートフォリオ管理ダッシュボード、AI 支

援の特許分析、自動ドケッティングと期限リマインダー、グローバルカバレッジの商標監視、IP チー

ムのためのコラボレーションツール、コンプライアンスのためのカスタマイズ可能なレポート、IP 権

のセキュリティのためのブロックチェーン統合などの機能を提供している。[18] 

xlscout.ai 

xlscout.ai は、特許分析ツールを提供しており、2025 年 IP 情報フェアでも注目された企業の一つで

ある。AI 機能を活用した特許検索、分析、ランドスケープ作成のためのツールを提供している。[18] 

4. 生成 AI 活用のメリット 

4.1 研究開発の加速 

生成 AI は、創薬プロセスを大幅に加速させている。従来、創薬には 10 年以上、26 億ドルのコスト

がかかっていたが、AI 技術により、創薬コストを 50%削減し、ターゲット疾患の特定から作用する

分子の発見までの時間を 5.5 年からわずか 1 年に短縮できる可能性がある。[33] 

Insilico Medicine の事例では、特発性肺線維症（IPF）治療のための新規小分子医薬品を、ターゲット

特定から臨床品質候補物質まで 46 日間で設計した。BenevolentAI も、プロジェクトをポートフォリ

オに取り入れてから臨床品質候補物質の提供まで 2 年で達成している。[32][35] 

Genentech は、AI 駆動のプラットフォームにより前臨床段階を 5～6 年から 2～3 年に短縮できると

報告している。しかし、急速な出願は、付与後の異議申立ての増加につながり、2024 年に付与され

た AI 関連医薬品特許の 23%が 1 年以内に有効性紛争に直面している。[45] 

4.2 出願プロセスの効率化 

AI 特許ドラフティングツールは、特許出願プロセスを大幅に効率化している。従来数週間から数ヶ月

かかっていた単一の特許出願の準備が、AI ツールの使用により大幅に短縮される。[8] 

具体的な効率化として以下が挙げられる： 

http://xlscout.ai/


• ルーチンタスクの自動化：AI は、背景情報や先行技術の詳細説明などの標準セクションを自動

生成できる。これらのコンポーネントを自動化することで、特許弁護士は正確なクレームの作

成や特許保護の最大化のための出願のカスタマイズといった戦略的要素により多くの時間を集

中できる。[8] 

• 効率的なデータ分析：AI 特許ドラフティングツールは、大量のデータを迅速に分析して、特許

出願に含めるべき関連情報を特定できる。これには、先行技術文書、科学文献、既存の特許か

ら関連データを抽出することが含まれる。[8] 

• オフィスアクションと拒絶の削減：AI は正確で明確に定義されたクレームのドラフティングを

支援し、曖昧さのリスクを低減する。自動特許ドラフティングツールは、特許性要件に準拠し

た完全な開示を作成し、不十分な情報に基づく拒絶を防ぐ。[8] 

Goldman Sachs の報告では、約半数の法務専門職の現在のタスクが AI に置き換えられる可能性があ

り、この分野で最も管理的で単調な作業の多くを人間が完了する必要性を排除できるとしている。[19] 

4.3 IP 管理コストの削減 

AI 特許ドラフティングと訴訟における採用は、大幅なコスト削減につながる可能性がある。特許出願

プロセスのルーチン的な側面を自動化することで、法律事務所はこれらのタスクの請求時間を削減

し、特許取得の全体的なコストを下げることができる。[17] 

これは特に個人発明者や小規模事業体にとって有益で、特許保護を確保するコストが法外に高額にな

る可能性がある。さらに、特許出願プロセスの効率を向上させることで、AI は特許出願のバックログ

を削減し、付与までの時間を短縮し、長期訴訟期間に関連するコストを削減するのに役立つ。[17] 

先行技術調査においても、IP Author のようなツールは、大企業 30 社以上が年間数百万件の特許を処

理しており、プロジェクト時間を 2～10 時間削減していると報告している。[2] 

USPTO が 2025 年に平均 5%の特許出願費用増加を提案する中、組織は同様の効率性を見つけ続ける

ために AI に目を向ける可能性が高く、コスト削減がますます重要になっている。[19] 

4.4 知財戦略策定の高度化 

AI は、特許分析、ランドスケープ作成、戦略的意思決定において高度な能力を提供している。 



予測分析：AI 特許ドラフティングの将来世代は、現在の法的傾向と歴史的データに基づいて特許出願

の潜在的な成功を評価できる予測分析を提供することが期待されている。これらの進歩により、AI が

出願、レビューだけでなく、予測結果に基づいて最適な出願時期と管轄区域を提案する、より戦略的

な出願につながる可能性がある。[8] 

ポートフォリオ最適化：AI ツールは特許ポートフォリオ全体を分析し、強みと弱みを特定し、戦略

的な出願決定を支援できる。例えば、Unified Patents の生成 AI 用 OPAL（Open Patent Landscaping）

ツールは、パートナーが既に認識している特許だけでなく、手遅れになるまで知らなかった特許も特

定できるようにする。[46] 

競争インテリジェンス：AI は、競合他社の特許活動を分析し、新興技術トレンドを特定し、ポート

フォリオギャップを発見できる。Samsung が GenAI 特許出願でトップファイラーとして 700 件以上

の出願を行い、Google や Huawei がそれに続くなど、AI ツールは競争環境のマッピングを可能にし

ている。[46] 

4.5 グローバル展開の効率化 

多管轄区域対応の AI ツールは、国際的な特許出願プロセスを効率化している。Solve Intelligence の

ようなツールは、異なる地域、クライアント、または弁護士の好みに合わせてコンテンツを簡単に適

合させることができる。管轄地域別に調整されたモデル（USPTO、EPO、JPO、CIPO、PCT など）に

より、地域の法的要件への準拠が確保される。[4][40] 

多言語サポート機能も進化しており、商標実務では 40%の専門家が翻訳と多言語レビューに AI を活

用している。これにより、グローバルな知財ポートフォリオを管理する企業の効率が大幅に向上して

いる。[10] 

5. 課題とリスク 

5.1 機密情報の漏洩リスク 

生成 AI の使用における最も深刻な懸念の一つは、機密情報の漏洩リスクである。 

第三者 AI プロバイダーのリスク：多くの AI ツールは第三者プロバイダーによって開発されており、

これらのツールに入力されたクライアントデータが機密保持されることを保証するために、実務家は

警戒する必要がある。クライアントデータが AI ツールの使用から開示されることは、国家安全保



障、輸出管理、外国出願ライセンスの問題を引き起こす可能性があり、特に AI ツールが外国でホス

トされているサーバーを使用する場合には顕著である。[47] 

トレーニングデータとしての使用：すべての AI プラットフォームが入力された情報を秘密に保つわ

けではなく、入力はさらなるプラットフォームトレーニングに使用され、最終的に他者への将来的な

出力に使用される可能性がある。特許と営業秘密の両方はある程度秘密性に依存しているため、AI の

不用意な使用により知的財産権が失われる可能性がある。[30] 

データ漏洩統計：IBM の報告によれば、組織の 13%が AI モデルまたはアプリケーションの侵害を報

告しており、そのうち 97%が適切な AI アクセス制御が欠けていると報告している。この統計は、AI

採用が AI セキュリティとガバナンスを大きく上回っていることを示している。[48] 

M&A におけるデューデリジェンス：企業が AI ツールを使用する際、対象企業が第三者 AI プロバイ

ダーを使用して第三者の AI モデルをトレーニングすることから、登録されていない知的財産を保護

しているかどうかを調査することが重要である。対象企業が登録されていない知的財産の保護に注意

を払っていない場合、営業秘密と独自データが第三者 AI モデルのトレーニングによって侵害されて

いる重大なリスクがある。[49] 

5.2 AI が生成した内容の正確性と信頼性 

生成 AI ツールの出力は常に正確とは限らず、実務家の義務遵守能力に影響を与える可能性がある。 

幻覚と偽の引用：AI システムの出力には、重大な誤記述や漏れ、あるいは架空の引用や引用句を含む

法的概要が含まれる可能性がある。これらの「幻覚」は、特許および商標実務において深刻な問題を

引き起こす可能性がある。[47] 

商標分野の課題：AI アルゴリズムは、商標の「商業上の使用」要件を完全には把握できていない。

「商業上の使用」の分析は正確な科学ではなく、使用の性質、プロモーション/マーケティング活

動、販売、市場への影響など、いくつかの要因を考慮する。「商業上の使用」が十分であり、単なる

トークン使用ではないかどうかを判断することは複雑な分析であり、AI ツールには実行能力がない可

能性がある。[11] 

文化的背景の欠如：AI 駆動の検索結果は関連する文化的背景を欠き、商標分析を歪める可能性があ

る。アルゴリズムは、特定のフレーズ、スローガン、または画像が不適切とみなされる文化的背景を

見落とす可能性がある。[11] 



偽の証拠品：AI は、実際に存在しているように見えるウェブサイトのモックアップ、製品ラベル、製

品パッケージを含む偽の証拠品を作成できる。AI 生成の証拠品を使用することに関連する主要なリス

クは、USPTO 前での詐欺または虚偽表示の可能性であり、出願人に法的結果をもたらす。[11] 

実務家の責任：USPTO 前で実務を行う者の既存の規則と政策は、AI ツールの使用に関係なく、すべ

ての提出の正確性について実務家が責任を負うことを明確にしている。偽情報や実際の商標の使用を

正当に表していない偽の証拠品を生成し提出することは非倫理的な行為を構成し、制裁、実務停止、

さらには刑事責任を含む法的結果につながる可能性がある。[50][47][11] 

5.3 専門家の判断の代替可能性 

AI は強力なツールであるが、人間の専門知識を完全に置き換えることはできず、過度の依存にはリス

クが伴う。 

戦略的判断の必要性：特許実務の 76%が、AI と人間の監督のバランスの取れた組み合わせを支持し

ている。AI の価値は受け入れられているが、コストと信頼の懸念から統合は依然として遅い。[10] 

精度に対する信頼の欠如：商標専門家の 76%は、AI 精度をさらなる採用への障壁と見なしており、

人間による検証の必要性を強調している。特にグローバルな執行の複雑さ、ニュアンスと戦略、リス

ク評価とブランド価値分析には人間の専門知識が不可欠である。[10] 

判断の複雑性：特許性の評価、侵害分析、ライセンス交渉など、高度な法的判断を要する領域では、

AI は支援ツールにとどまり、最終的な判断は人間の専門家が行う必要がある。Clarivate の報告書に

よれば、弁護士 Weisenberger と Baig-Silva は、AI が法律専門家を置き換える可能性はほとんどない

と見ており、むしろ AI がサポート役割を果たすことを予見している。[51] 

倫理的義務：USPTO は、AI ツールの使用により、提出の正確性に対する実務家の義務が免除される

ことはないと強調している。実務家は AI ツールの正確性を当然のこととして受け入れることはでき

ず、提出のレビューにおいて注意義務を行使し、すべての法的要件に準拠していることを確認する必

要がある。[47][11] 

5.4 バイアスと差別のリスク 

AI はその訓練データから学習するため、AI システムは人間のバイアスを反映し、永続化させる可能

性がある。AI 意思決定プロセスがバイアスをかけられている、または差別的である場合、信用評価や



詐欺検出などの重要な領域での意思決定プロセスに影響を与え、不公正な結果につながる可能性があ

る。[52][27] 

JPMorgan Chase と Goldman Sachs の両社は、アルゴリズムバイアスを緩和するために、AI モデルの

継続的な監視と検証を含む堅牢なリスク管理フレームワークを採用している。定期的な監査と AI シ

ステムの更新は、潜在的な脆弱性が悪用されるのを防ぐのに役立つ。[27] 

5.5 規制遵守の課題 

AI 関連の法律と規制環境は急速に進化しており、コンプライアンスの課題が生じている。 

多様な規制環境：欧州連合は AI 規制の最前線に立っており、既に AI を管理する規則を発行してい

る。米国では連邦 AI 法は存在しないが、議会の複数の政策立案者が AI 関連法案を提出している。多

くの州が AI 関連法案を提案または制定している。[39] 

コンプライアンスコスト：企業の約 30%が、これらの新しく進化する AI 関連の法律と規制への準拠

の課題を指摘している。企業の 15%以上が、データ保護および/またはプライバシーに特に関連する

AI 法規制に関して同様の課題に言及している。[39] 

業界特有の制約：製薬などの規制産業は規制によって制約されており、コンプライアンスセーフゾー

ンでの AI 採用が遅くなっている。FDA の AI 使用に対する進化する立場は不確実性を生み出してお

り、AI 最適化された治験プロトコルは患者コホートを削減する可能性があり、統計的妥当性の懸念を

引き起こす。[45][10] 

5.6 知的財産権の不確実性 

AI 生成コンテンツの知的財産保護に関する不確実性が存在する。 

著作権の不確実性：AI 生成作品の著作権保護の適格性は、ほとんどの国で実質的な人間の関与を必

要とする。機械またはソフトウェアに著作権が付与された事例はこれまでにない。[53] 

特許の不確実性：純粋に AI 機械によって開発された発明は、現在の法律の下では特許保護の対象と

ならない。しかし、AI の支援がどの程度多すぎて特許性を失うかについては不確実性と多くの議論が

ある。[54] 



訓練データの著作権侵害リスク：複数の集団訴訟が、知的財産とプライバシーの根拠で生成 AI ツー

ルに異議を唱えている。Thomson Reuters は Ross Intelligence に対する訴訟に勝訴し、Ross 

Intelligence が Thomson Reuters のデータをモデルのトレーニングに使用していた。[55][53] 

6. 生成 AI と知的財産権に関する法的論点 

6.1 AI 発明者論争：DABUS 訴訟 

AI 生成発明の「発明者」を誰とみなすかという問題は、米国および世界中で大きな法的論争となって

いる。 

米国の立場 

米国では、特許法と判例により、発明者は「自然人」である必要があるという見解が確立されてい

る。2022 年の連邦巡回控訴裁判所の Thaler v. Vidal 判決は、AI システムである DABUS を発明者とし

て特許を取得できるかという問題を扱った。裁判所は USPTO の決定を支持し、米国法では人間の発

明者が必要であることを確認した。[56][54] 

連邦巡回控訴裁判所は、米国特許法の文言（特に 35 U.S.C. § 100(f)および§ 115）が発明者を自然人に

限定していると判断した。裁判所は、特許法の「個人」という用語は歴史的かつ継続的に人間を指し

てきたと指摘した。[54] 

2024 年 USPTO ガイダンス 

2024 年 2 月、USPTO は「AI 支援発明の発明者資格に関するガイダンス」を発行し、AI 支援発明が

特許可能である条件を明確化した。このガイダンスは、自然人が「発明の着想または実施の削減に重

要な貢献」を提供した場合、AI 支援発明は特許可能であることを明確にした。[57][45][32] 

創薬の場合、これには以下が含まれる：[45] 

• 特定の治療標的に関連する厳選されたデータセットで AI モデルを訓練すること 

• AI 生成オプションから実行可能な創薬候補を選択するために出力を解釈すること 

• 実験テストまたは計算シミュレーションを通じて結果を検証すること 

重要な点として、ガイダンスは「単に AI システムを所有または監督することは、AI システムの出力

が有する発明の発明者になるには不十分である」と明記している。[32] 



グローバルな視点 

DABUS 訴訟は世界中で異なる結果を生んでいる： 

• 英国：裁判所は USPTO と同様の見解を採り、発明者は自然人でなければならないとした[56] 

• 欧州特許庁（EPO）：DABUS を発明者として指定した特許出願を拒否し、欧州特許条約が発明

者は自然人であることを前提としていると判断した[56] 

• 日本：2025 年 1 月、日本知的財産高等裁判所は、AI 生成発明は現行の日本特許法の下では特

許保護を受けられないとの判決を下した[58] 

• 南アフリカ：2021 年、世界で初めて DABUS を発明者として認める特許を付与した[59][56] 

• オーストラリア：当初 DABUS を発明者として認めたが、その後判決が覆された[56] 

6.2 AI 生成作品の著作権 

AI 生成コンテンツの著作権保護に関しても重要な法的問題が存在する。 

人間の創作性要件 

米国著作権局は、著作権保護のためには「人間の著作者性」が必要であるという立場を一貫して維持

している。2023 年から継続的な取り組みの一環として、著作権局は AI によって提起される著作権法

と政策の問題を検討している。[60][53] 

2025 年 1 月 29 日に発行された報告書第 2 部「著作権資格」では、生成 AI を使用して作成された出

力の著作権資格を扱っている。報告書は、実質的な人間の関与がある場合、AI 支援作品は著作権保護

の対象となり得るが、純粋に AI 生成された作品は保護されないという立場を明確にしている。[60] 

所有権の曖昧性 

AI 生成作品の著作者と所有権は論争の的である：[53][59] 

• AI またはその開発者が著作権者：香港、インド、アイルランド、ニュージーランド、英国など

の国々は、プログラマーに著作権を明示的に付与している[53] 

• 訓練データを作成した人間が著作権者：AI 生成出力は膨大な訓練データに依存しているため、

プログラマーだけに著作権を与えることは、元の芸術家からの膨大な入力を無視することにな

る[53] 



• AI ツールのユーザーが著作権者：多くの実務的なケースでは、AI ツールを使用して作品を作成

した人が著作権者とみなされる可能性がある 

6.3 訓練データの使用とフェアユース 

生成 AI モデルの訓練のために著作権で保護された作品を使用することが著作権侵害に該当するかと

いう問題は、最も論争的な法的問題の一つである。 

2025 年米国著作権局報告書第 3 部 

2025 年 5 月 9 日、米国著作権局は「著作権と人工知能」シリーズの第 3 部「生成 AI の訓練」を発

行した。この 108 ページの報告書は、生成 AI モデルの訓練のために著作権で保護された作品を使用

することがフェアユースに該当するかという問題に焦点を当てている。[61][62][63] 

報告書は、生成 AI 訓練のためのフェアユースに対する包括的な承認または明確な拒否を避け、代わ

りにニュアンスを受け入れ、各使用ケースが文脈特有であり、著作権法第 107 条に概説された 4 つ

の要素の徹底的な評価を必要とすることを認めている：[62][61] 

1. 使用の目的と性格：変容性と商業性が重視される。高度の変容性は一般的にフェアユースに有

利に働き、低度の商業性も同様である[61] 

2. 著作権で保護された作品の性質：事実的な作品よりも創造的な作品の使用はフェアユースに不

利に働く傾向がある 

3. 使用された部分の量と実質性：全作品のコピーはフェアユースに不利に働く可能性がある 

4. 著作権で保護された作品の潜在的市場または価値への使用の影響：報告書は、最高裁判所がこ

の要素をフェアユースの最も重要な単一要素と 2 度説明したことを指摘している[61] 

主要な結論 

著作権局は以下の見解を示している：[63][62][61] 

• 一部の生成 AI 訓練のための著作権で保護された作品の使用はフェアユースとして認められる

が、他のものは認められない 

• 非商業的研究または分析の目的での使用で、作品の一部が出力に再現されることを許可しない

ものは、フェアとみなされる可能性が高い 



• しかし、表現的作品を「海賊ソース」（出版された書籍のフルコレクションを持つシャドーラ

イブラリなど）からコピーして、ライセンスが容易に入手可能であるにもかかわらず、市場で

競合する無制限のコンテンツを生成することは、フェアユースとして認められる可能性は低い 

• ガードレールの使用（特定のプロンプトのブロックや侵害出力を起こりにくくするように設計

された訓練プロトコルなど）は、フェアユースの主張に有利に働く[64] 

• 海賊版または違法にアクセスされた作品を訓練データとして意図的に使用することは、フェア

ユース防御に不利に働くが、決定的ではない[64][61] 

訴訟の状況 

複数の著作権侵害訴訟が AI 企業に対して提起されている。ほぼすべての主要な生成 AI 企業

（OpenAI、Meta、Microsoft、Google、Anthropic、Nvidia など）がこの法的闘争に巻き込まれてい

る。これらの訴訟は、訓練プロセス中の著作権で保護された作品の取り込みによる著作権侵害の疑い

を中心としている。[65] 

6.4 特許適格性と AI 発明 

AI 関連発明の特許適格性（35 U.S.C. § 101）も重要な法的問題である。 

2024 年 USPTO ガイダンス 

2024 年 7 月、USPTO は AI 発明の特許主題適格性に関するガイダンス更新を発行した。このガイダ

ンス更新は、人工知能（AI）を含む重要かつ新興技術におけるイノベーションに対処するための特許

主題適格性に関するものである。[66] 

ガイダンスは、AI 発明に特に関連する以下の領域について追加の議論を提供している：[66] 

• クレームが抽象的なアイデアを記載しているかどうか 

• クレームが抽象的なアイデアを実用的な応用に統合しているかどうか 

USPTO は、AI イノベーションを促進し保護することに引き続き取り組んでいると述べており、AI を

含む発明の特許主題適格性の評価に関するさらなる明確性と一貫性を提供することを目指している。

[66] 

アルゴリズムと抽象的アイデア 



AI 発明における重要な課題の一つは、多くの AI アルゴリズムが数学的アルゴリズムや抽象的アイデ

アとみなされる可能性があり、これらは単独では特許保護の対象とならない。したがって、AI 発明の

特許出願は、アルゴリズムが具体的な技術的問題を解決する方法、または技術的プロセスを改善する

方法を明確に示す必要がある。 

7. 米国規制当局の見解とガイドライン 

7.1 USPTO AI 戦略 2025 

2025 年 1 月 14 日、USPTO は新しい人工知能（AI）戦略を発表し、USPTO 業務および知的財産エコ

システム全体で AI の潜在能力を実現するための取り組みを導くことを目指している。[67][68] 

5 つの重点領域 

USPTO の AI 戦略は、以下の 5 つの重点領域を通じて AI ビジョンとミッションを達成することを目

指している：[68][67] 

1. 包括的な AI イノベーションと創造性を促進する IP 政策の開発を推進：USPTO は、国家包括的

イノベーション戦略で概説されているように、包括的な AI イノベーションと開発を促進するた

めの政策と勧告を引き続き発行する[67] 

2. 計算インフラストラクチャ、データリソース、ビジネス駆動型製品開発への投資により、最高

水準の AI 能力を構築：USPTO は、増加する複雑な使用ケースのために AI を可能にするため

に、コンピューティングとデータリソースの使用を増やすことを約束している。2024 年 6 月時

点で、USPTO の特許審査官の約 80%が、480,000 件以上のケースで More-Like-This-Document

や Similarity Search などの ai 駆動機能を使用していた[67] 

3. USPTO 内および広範なイノベーションエコシステム全体で AI の責任ある使用を促進：USPTO

は、AI 技術の責任ある使用を促進し、潜在的なリスクを軽減することに重点を置いている 

4. USPTO 労働力内で AI 専門知識を開発：機関はスタッフが AI 技術を効果的に使用できるように

トレーニングとリソースを提供している 

5. 共有された AI 優先事項について他の米国政府機関、国際パートナー、一般市民と協力：USPTO

は、AI 政策の開発において国内および国際的な協力を促進している 

具体的な取り組み 



AI/ET（新興技術）パートナーシップ：2022 年、USPTO は AI および新興技術パートナーシップを創

設し、AI/ET コミュニティと緊密に協力して、AI、イノベーション、バイオテクノロジー、知的財産

政策に関連するトピックに関する一連のセッションを通じて公衆のフィードバックを収集している。

2022 年の開始以来、6,000 人以上の関係者がこれらの重要な問題について関与している。[68] 

ASAP!プログラム：2025 年 10 月、USPTO は「人工知能検索自動化パイロット（ASAP!）プログラ

ム」の開始を発表した。このプログラムは、審査前の先行技術検索を実施するための USPTO の内部

AI ツールの有効性をテストする。新しいパイロットは、出願人に潜在的な先行技術問題を特定する

「トップ 10 リスト」を提供する初期コミュニケーションを提供する。[69] 

7.2 AI 使用に関する USPTO ガイダンス 

2024 年 4 月ガイダンス 

2024 年 4 月 11 日、USPTO は、特許および商標出願の準備と訴訟、および USPTO 前のその他の提出

に関連して人工知能（AI）ベースのツールを使用することに関する新しいガイダンスを公表した。

[70][47] 

ガイダンスの主要なポイント：[70][47] 

• 既存の規則の適用：ガイダンスは新しい規則を発行せず、既存の規則も修正していない。

USPTO は、既存の規則と手順が AI ベースのツールの使用に関連する潜在的なリスクに対処す

るのに十分であると判断した 

• 実務家の責任：AI の使用に関係なく、実務家はすべての提出の正確性について責任を負う 

• 文書の署名：提出書類は実際の人間によって署名されなければならず、AI ツールによって署名

されてはならない 

• 機密保持：第三者開発の AI ツールに依存する実務家は、クライアントデータの機密性が維持さ

れることを保証するために警戒する必要がある 

• 詐欺と故意の不正行為：誠実義務と善意の AI ベースの違反は、AI を使用する実務家の詐欺ま

たは故意の不正行為に相当する可能性がある 

商標特有のガイダンス 

ガイダンスは、TTAB 前の提出に関する特定の独自の考慮事項を扱っている：[47] 



• AI システムの支援を受けてなされた TTAB 前の提出は、正確性と証拠支持について審査されな

ければならない 

• 実務家は、「商標の実際の商業上の使用を示さない AI 生成の証拠品、または実際に市場に存在

しない AI によって作成されたその他の証拠」の提出を避けるよう注意する必要がある 

7.3 USPTO ASAP!プログラム 

2025 年 10 月 7 日、USPTO は「AI Search Automated Pilot（ASAP!）プログラム」を開始し、審査品

質、応答時間、効率を劇的に改善するという同局の確固たるコミットメントを推進している。[69] 

プログラムの目的 

ASAP!プログラムは、審査前の先行技術検索を実施するための USPTO の内部人工知能（AI）ツールの

有効性をテストする。新しいパイロットは、AI 支援検索結果通知（ASRN）を生成することにより、

出願人に注意が必要な潜在的な先行技術問題の「トップ 10 リスト」を特定する初期コミュニケーシ

ョンを提供する。[69] 

出願人への影響 

ASAP!は、実体審査前にクレームを先行技術と評価する早期の機会を出願人に提供する。パイロット

は、以下のような最初のアクション対応の潜在的なコースを出願人に通知することを目指している：

[69] 

• クレームの補正 

• 継続出願の提出 

• 出願の放棄 

USPTO 局長 John A. Squires は、「我々の ASAP!の発表は、審査官と出願人の両方が特許が強固に生ま

れることを保証するのに役立つように設計された多くの計画された AI パイロットの最初のものであ

る」と述べている。[69] 

7.4 著作権局の取り組み 

米国著作権局は、2023 年初頭以来、生成 AI によって提起される著作権法および政策の問題を検討す

る取り組みを開始している。[60] 

3 部構成の報告書 



著作権局は、問題を分析する報告書を数部に分けて発行しており、完成次第公表されている：[60] 

• 第 1 部：デジタルレプリカ（2024 年 7 月 31 日公表）：デジタルレプリカのトピックを扱い、

不正なデジタルレプリカを防止するための連邦法を推奨している[53][60] 

• 第 2 部：著作権資格（2025 年 1 月 29 日公表）：生成 AI を使用して作成された出力の著作権

資格を扱っている[60] 

• 第 3 部：生成 AI 訓練（2025 年 5 月 9 日事前公表版）：著作権で保護された作品に対する AI

訓練に焦点を当て、ライセンスと責任に焦点を当てている[61][60] 

公的関与 

著作権局は、公開リスニングセッションとウェビナーを開催し、2023 年 8 月に連邦官報に問い合わ

せ通知を公表し、2023 年 12 月までに 10,000 件以上のコメントを受け取った。この広範な公的関与

は、AI と著作権の問題に対する関係者の高い関心を反映している。[60] 

7.5 バイデン政権の AI 執行命令 

2023 年 10 月 30 日、バイデン大統領は「安全で安心でき、信頼できる人工知能の開発と使用に関す

る執行命令」（AI 執行命令）を発行した。この執行命令は、発明プロセスにおける発明者資格と AI

の使用の両方に対処するガイダンスを発行するよう USPTO に指示した。[47] 

AI 執行命令を受けて、USPTO は以下を発行している： 

• 2024 年 2 月 13 日：AI 支援発明に関する発明者資格ガイダンス 

• 2024 年 4 月 11 日：USPTO 前で AI ツールを使用する際の実務家のガイダンス 

• 2024 年 7 月：AI 主題適格性ガイダンス 

• 2025 年 1 月：包括的な AI 戦略 

8. 今後のトレンドと将来の展望 

8.1 AI 支援特許訴訟の進化 

生成 AI は、特許訴訟プロセスにも影響を与え始めている。 

AI 対 AI 交渉 



特許訴訟の将来は、AI システム同士が交渉する可能性を含んでいる。Rowan Patents や Specifio.ai な

どの出願人側プラットフォームは、既に特許出願のドラフトと審査方法を変革している。一方、

USPTO も AI 支援ツールを審査官に展開している。[71][69] 

将来的には、AI 生成出願と AI 支援審査の相互作用が、より効率的だが潜在的により複雑な訴訟プロ

セスにつながる可能性がある。これには、人間の監督の役割の変化、訴訟戦略の新しいアプローチ、

AI 対 AI 相互作用における倫理的考慮事項が含まれる。[71] 

予測分析の向上 

将来の AI システムは、現在の法的傾向と歴史的データに基づいて特許出願の潜在的な成功を評価で

きる予測分析を提供することが期待されている。これらの進歩により、AI が出願、レビューだけでな

く、予測結果に基づいて最適な出願時期と管轄区域を提案する、より戦略的な出願につながる可能性

がある。[8] 

8.2 専門化された AI モデルの台頭 

技術分野特化型モデル 

現在の AI 特許ツールは既に技術分野特化型のカスタマイゼーション（バイオテクノロジー、ソフト

ウェア、機械など）を提供しているが、将来的にはより細分化された専門化が進むと予想される。例

えば、量子コンピューティング特許専用のモデル、CRISPR 関連バイオテクノロジー発明専用のモデ

ルなどが登場する可能性がある。[4] 

管轄地域特化型最適化 

多管轄区域出願がますます複雑になるにつれて、各特許庁の特定の要件と好みを深く理解した AI モ

デルが開発されるだろう。これには、各管轄区域の判例法、審査ガイドライン、文化的ニュアンスの

理解が含まれる。 

8.3 AI 創薬の加速と特許戦略 

End-to-End AI 創薬 

Insilico Medicine や BenevolentAI などの企業が既に示しているように、AI 創薬は引き続き加速するだ

ろう。将来的には、ターゲット特定から臨床試験設計まで、創薬プロセス全体が AI 駆動になる可能

性がある。[35][32] 



これにより、特許戦略も進化する必要がある： 

• 迅速な出願プロセス：AI 加速創薬により、より迅速な特許出願メカニズムが必要になる 

• AI 貢献の文書化：発明者資格を確保するために、人間の貢献を明確に文書化する必要性が高ま

る[32] 

• データ管理：訓練データと出力データの両方の適切な管理が知財保護にとって重要になる 

製薬特許の価値評価 

2024 年に付与された AI 関連医薬品特許の 23%が 1 年以内に有効性紛争に直面している現状を考え

ると、AI 生成医薬品発明の特許品質と防御可能性の向上が重要な焦点となるだろう。[45] 

8.4 ライセンス市場の成熟 

AI 訓練データのライセンスフレームワーク 

米国著作権局の報告書は、著作権で保護された作品を AI 訓練に使用するための拡張可能なライセン

スメカニズムの必要性を強調している。今後数年間で、以下が期待される：[62][61] 

• 集団ライセンス組織：音楽業界の ASCAP や BMI に似た、AI 訓練データのライセンスを促進す

る集団組織の出現 

• 標準化されたライセンス条項：AI 訓練データ使用のための業界標準ライセンス条項の開発 

• 透明性要件：AI 企業が訓練データのソースを開示するより大きな圧力 

既に、OpenAI や Google などの主要 AI 企業は、著作権で保護された素材のライセンスに投資してい

る。Reddit は年間約 7,000 万ドルの収益をライセンス契約から期待しており、Shutterstock は 1 億

400 万ドルを稼いだと主張している。[53] 

8.5 国際的な調和と分岐 

グローバル規制の多様化 

AI 知財に関する国際的な規制環境は、調和と分岐の両方の傾向を示している： 

• 欧州連合の AI 法：2024 年に最終化され、2025～2026 年に段階的な義務が開始される EU AI

法は、高リスクシステムに対する厳格な要件を持つ[72] 



• 米国のアプローチ：連邦レベルでは包括的な AI 法がない一方で、州レベルでの規制が増加して

いる（コロラド州やテキサス州の AI 法案など）[72] 

• 中国の進展：中国は独自の AI 規制フレームワークを開発しており、生成 AI 特許においても強

い存在感を示している[23] 

企業は、異なる管轄区域での事業展開において、これらの多様な規制環境をナビゲートする必要があ

る。 

国際協力の増加 

USPTO の AI 戦略は、共有された AI 優先事項について国際パートナーとの協力を強調している。

WIPO も生成 AI に関する特許ランドスケープレポートを発行しており、国際的な協調の重要性が認識

されている。[73][74][68] 

8.6 倫理的 AI と責任ある利用 

企業ガバナンスの強化 

Fortune 500 企業の約 70%が AI をマテリアルリスクとして報告している現状を考えると、企業は AI

利用のための強固なガバナンスフレームワークを構築する必要がある。これには以下が含まれる：[75] 

• AI 倫理委員会：Goldman Sachs や JPMorgan が導入しているような、中央集権的な AI 監視委員

会[27] 

• 明確な AI 利用ポリシー：承認および禁止された AI システムのリスト、機密情報の使用に関す

るガイダンス[49] 

• 継続的なモニタリング：ポリシー目標と AI 使用の実態とのギャップを監視するメカニズム[76] 

透明性と説明可能性 

特に知財分野において、AI システムがどのように決定を下しているかの透明性と説明可能性が重要に

なる。特許審査官や裁判官が AI 支援分析を評価できるように、AI ツールは「ブラックボックス」で

はなく、その推論プロセスを説明できる必要がある。 

8.7 法律専門家の役割の進化 

スキルセットの変化 



商標専門家の 58%が、法務テクノロジーリテラシーが将来の商標専門家にとって重要なスキルになる

と述べている。法律専門家は以下のスキルを開発する必要がある：[10] 

• AI ツールの効果的な使用：プロンプトエンジニアリング、AI 出力の評価、ツールの限界の理解 

• AI 倫理と責任：AI 使用における倫理的考慮事項の理解 

• データ管理：AI 文脈における機密データの管理 

• 技術的理解：AI システムの基本的な技術的理解 

戦略的作業への焦点シフト 

AI が反復的で単調なタスクを引き受けるにつれて、法律専門家はより戦略的で高付加価値の作業に焦

点を移すことができる： 

• 複雑な法的分析と戦略策定 

• クライアント関係管理と助言 

• 交渉と紛争解決 

• 政策立案と規制対応 

Clarivate の専門家が指摘するように、「AI が法律専門家を置き換える可能性はほとんどなく、むし

ろサポート役割を果たす」という見方が主流である。[51] 

8.8 新興技術分野での特許競争 

Agentic AI の台頭 

Agentic AI（自律的に動作できる AI システム）は、次のフロンティアとして注目されている。グロー

バルでは、agentic AI 特許がすべての AI 関連出願の 5%を占めており、米国では 7%に達している。

Google がグローバルおよび米国の両方でリードしており、Nvidia がそれに続いている。[21] 

今後、以下の領域での特許競争が激化すると予想される： 

• マルチモーダル AI（テキスト、画像、音声、ビデオの統合） 

• エッジ AI（デバイス上での AI 処理） 

• 量子機械学習 

• ニューロモーフィックコンピューティング 



基盤モデル特許の戦略的重要性 

Google の Transformer 特許のような基盤モデル特許は、複数の下流アプリケーションを可能にするた

め、特に価値がある。モデル効率やアーキテクチャにおける単一のブレークスルーは、チャットボッ

ト、コーディングアシスタント、画像生成など多岐にわたる応用が可能である。[20] 

2030 年までに、生成 AI が世界経済に数兆ドルを追加すると予測されており、この技術のコア部分を

制御する特許は、総額で数十億ドルの価値がある可能性がある。[20] 

結論 

米国企業における知財分野での生成 AI 活用は、2025 年時点で急速に進展しており、特許調査、明細

書作成、商標クリアランス、契約分析など多岐にわたる業務を変革している。Google、Microsoft、

IBM、NVIDIA などのテクノロジー大手は包括的な特許ポートフォリオを構築し、Goldman Sachs や

JPMorgan などの金融機関は企業全体で AI を展開し、Insilico Medicine や BenevolentAI などの製薬企

業は AI 駆動創薬で革新を遂げている。[34][31][21][20][35][22][27] 

Solve Intelligence、DeepIP、PQAI、IP Author などの専門ツールプロバイダーは、知財業務に特化した

AI ソリューションを提供し、作業時間を数時間から数分に短縮し、精度を向上させている。これらの

ツールは、研究開発の加速、出願プロセスの効率化、コスト削減、戦略策定の高度化といった明確な

メリットをもたらしている。[5][33][2][17][3][4][8] 

しかし、機密情報漏洩リスク、AI 生成内容の正確性と信頼性の問題、専門家判断の必要性、バイアス

と差別のリスク、規制遵守の課題、知的財産権の不確実性など、重要な課題も存在する。特に AI 発

明者論争と AI 生成作品の著作権問題は、米国および世界中で大きな法的論争となっている。

[58][59][75][52][54][30][17][56][11][47][53][60] 

USPTO は 2025 年 AI 戦略を発表し、包括的な AI イノベーション促進、AI 能力構築、責任ある使用

促進、労働力の専門知識開発、国際協力という 5 つの重点領域を示した。米国著作権局も 3 部構成の

報告書を通じて、AI 訓練データ使用のフェアユース判断の枠組みを提示している。[63][68][62][67][61][60] 

今後のトレンドとしては、AI 対 AI 交渉の進展、専門化された AI モデルの台頭、AI 創薬の加速、ラ

イセンス市場の成熟、国際的な調和と分岐、倫理的 AI 利用の重視、法律専門家の役割進化、Agentic 

AI など新興技術分野での特許競争が予想される。[21][71][62][61][8] 



米国企業は、生成 AI の利用が知財業務にもたらす変革的な可能性を認識しつつも、法的リスク、倫

理的考慮事項、セキュリティ懸念に対処するための強固なガバナンスフレームワークを構築する必要

がある。人間の専門知識と AI 能力を効果的に組み合わせることで、企業はイノベーションを加速

し、競争優位性を維持しながら、責任ある知財管理を実現できるだろう。 
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